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キャンパスＦＭキャンパスＦＭ
ガイドブックガイドブック

20002000

社団法人　日本ファシリティマネジメント推進協会

キャンパスＦＭ研究部会

大学施設の戦略的なマネジメントのために
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l通算12回の研究部会を開催（合宿を含む）
l IFMA World Workplace Asia(香港)で研究発表
テーマ「ｷｬﾝﾊﾟｽFMについて

－現状の課題と今後の方向性－」

l出版物に共著執筆
　　「21世紀ｷｬﾝﾊﾟｽの創造と計画」に

［キャンパスFM ］をテーマに

l ｷｬﾝﾊﾟｽFMﾏﾆｭｱﾙの第一弾［総論編］の完成－
　「キャンパスＦＭガイドブック2000」
　　　　　　　　　　　平成12年5月15日発行

平成11年度活動報告
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平成12年度活動計画
l目標：「キャンパスFMガイドブック2000」
をベースに、大学経営者・インハウスのFM’er
が実際の業務シーンで活用・参照できる実践的

な資料の作成を目指す。

l活動：
1．このガイドブックを使って研究会や
　シンポジューム等の普及・啓蒙活動を行う。

2．ガイドブックの実践・各論版の検討作成。
3．米国等の大学ＦＭ事情の調査団を企画・
　実施する。
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キャンパスＦＭガイドブックキャンパスＦＭガイドブック20002000
大学施設の戦略的なマネジメントのために

目次

序章

第1章　大学の現状

第2章　キャンパスＦＭの必要性

第3章　キャンパスＦＭの考え方

第4章　戦略的な施設管理のために

付録１～付録４
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序章　キャンパスＦＭとは

施設環境 　経営

教育研究

（大学等における施設環境）
土地、施設（建物、構築物等）、屋外環境、
基幹設備、情報通信基盤、実験設備、什器・家具

大学等における施設環境の位置づけ
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大学経営におけるキャンパスＦＭの範囲

教 育 研 究 活 動

学 術 交 流 活 動

学 園 生 活 支 援

資 産 管 理（土地取得、財産管理・処分）

施設整備（企画・建設・維持管理・処分）

実 験 設 備 （ 購 入 ・ 維 持 管 理 ・ 処 分 ）

インフラ整備（情報基盤、エネルギーサプライ）

教
　
育
　
研
　
究
　
理
　
念

評
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第１章　大学の現状

（１）高等教育の変革

（２）高等教育の形態

（３）高等教育の現状

（４）高等教育の課題
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高等教育の現状・課題
（高等教育の現状） （高等教育の課題）

１ ８ 歳 人 口 の 減 少

教 育 改 革

ユ ニ バ ー サ ル 化

入 試 制 度 の 多 様 化

大 学 財 政 の 圧 迫

産 業 界 か ら の 期 待

貧弱な理工系教育研究環境

生 涯 学 習 の 昂 揚

大 学 院 重 点 化

大衆化大衆化

質の向上質の向上

個性輝く大学個性輝く大学

　　　注）第１章「第３節　　高等教育の現状」の項目を参照
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第２章　キャンパスＦＭの必要性

（１）施設環境の状況・現状

（２）施設環境悪化の要因

（３）求められるキャンパス施設環境

（４）施設マネジメントの課題
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キャンパスＦＭの必要性

（施設環境悪化の要因）
施設財政の悪化
施設長期ビジョンの欠如
無計画な施設管理
施設情報管理の未整備
ユーザー不在

施設管理部署の権限・意識の
欠如

施設管理部署以外の意識欠如

（現　状）
（求められるキャンパス施設環境）
大学改革への対応、施設環境の確保・
維持、環境保全、高齢化社会対応

ＦＭ手法による
施設管理が必要

（求められる姿）

（施設マネジメントの課題）
施設財政の健全化
創造的な長期ビジョン設定
計画的な施設管理
的確な施設情報管理
ユーザーへの配慮

施設管理部署の活性化・意識改革
関連部署の協力・協調

　改善

［本章　第１節］

［本章　第２節］ ［本章　第４節］

［本章　第3節］

（施設環境の状況・現状）
老朽化、狭隘化、学生等の
モラル欠如、占有化
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第３章　キャンパスＦＭの考え方

（１）キャンパスＦＭの概念

（２）キャンパスのファシリティ

（３）キャンパスＦＭの基盤

（４）キャンパスＦＭの目的

（５）キャンパスＦＭの目標

（６）キャンパスＦＭが目指す総括的なマネジメント
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キャンパスＦＭの考え方

ミッションの確定 目　　的 目　　標 評 価ＦＭ業務

・キャンパス
　　　ＦＭの概念　
　　　　　［第1節］

・キャンパスファ
　シリティの範囲　
　　　　　［第２節］

・キャンパス
　　　　　ＦＭ基盤
　　　　　［第３節］

・キャンパス
　　　ＦＭの概念　
　　　　　［第1節］

・キャンパスファ
　シリティの範囲　
　　　　　［第２節］

・キャンパス
　　　　　ＦＭ基盤
　　　　　［第３節］

・人とＦＭ目的

・大学組織と
　　　　ＦＭ目的

・社会と
　　　　ＦＭ目的

［第４節］

・人とＦＭ目的

・大学組織と
　　　　ＦＭ目的

・社会と
　　　　ＦＭ目的

［第４節］

・ＦＭ品質
　　　　目標

・ＦＭ財務
　　　　目標

・ＦＭ供給
　　　　目標

［第５節］

・ＦＭ品質
　　　　目標

・ＦＭ財務
　　　　目標

・ＦＭ供給
　　　　目標

［第５節］

ＦＭ業務実
施のため
の各種手
法など

ＦＭ評価
のための
各種評価
手法など

注）［　］は、本章の節番号

キャンパスＦＭの流れ
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キャンパスＦＭの概念
ＦＭの考え方

ＦＭの基盤 ＦＭの目標

学生：教育環境の提供

研究者：研究環境の
　　　　　　　　　　　提供

教職員：執務環境の
　　　　　　　　　　　提供

企　業：知の提供
　　　　　　人材の供給

社 会：文化の供給

科学への貢献

卒業生：校風の継承

父　母：

　大学という組織体の全施設及び環境を
経営的視点から総合的に企画・管理・活用
する運営管理活動

ＦＭの目的
　
人

大
学
組
織

社
会

人材育成、科学技術への貢献、文化
の継承のため、人が満足して活動で
きる環境づくりと継続的な提供を行う

教育研究理念を具現化するため、教
育研究目標を設定し、財務管理も含
めた環境創造を行う

環境保全を尊重しつつ、地域社会と
の協調・調和に基づいた環境づくりを
行う

品質 �品格性
�快適性

�機能性
�信頼性
�適合性

財務

�施設運営費の適性

�施設関係投資の有効性

�施設関係資産の効率性

�ＬＣＣの把握
供給

�需要対応性

�施設利用度の把握

�利用者満足度の把握
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キャンパスＦＭの概念
キャンパスＦＭの目的

大学組織

理念の具現化

国、地方公共団体
学校法人等

社会

環境保全・省エネル
ギー・リサイクル、
情報公開

協調・調和

人

育つ人・育む人・
究める人・支える人・
関わる人

満足

大学のビジョン
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キャンパスＦＭの目標

品 質 目 標

財 務 目 標

供 給 目 標

①大学施設の有効活用、品質の確保

②将来を見据えた戦略的な資産管理

③適時適切で経済的な供給
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キャンパスＦＭが目指す統括的なマネジメント

統括的なマネジメントのイメージ

　企　画・計　画

　施　設　整　備

維　持　管　理

施 設 環 境 評 価

　　公　　　　　　　　開

　理　　　　念

　目　　　　的

　目　　　　標

教育研究の実施

　評　　　　価

　公　　　　開

教

育

研

究

管

理

従来型の施設管理

凡例
キャンパスＦＭ業務として
　　　　　　　　　　　　追加される業務

キャンパスＦＭの業務範囲

　理　　　　　念

　目　　　　　的

　目　　　　標

収 入 ・ 収 支

　評　　　　　価

公 開

財
務
管
理
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統括的なマネジメントのための課題

①　経営戦略上の権限

②　戦略的ＦＭ財務管理

③　ＦＭ評価の情報公開

④　ＦＭ技術の継承

⑤　ＦＭ業務の高度情報化
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第４章　戦略的な施設管理のために

（１）大学の変革とＦＭ

（２）従来の施設管理との比較

（３）ＦＭの成長段階

（４）キャンパスＦＭへの移行

（５）キャンパスＦＭ組織づくり

（６）キャンパスＦＭ情報管理

（７）キャンパスＦＭ業務支援

（８）日常業務の変革

（９）ベンチマークセンター
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戦略的な施設管理のために
（ＦＭビジョンプロセス）

分　析 総合化 具体化

大 学 の 変 革 と Ｆ Ｍ

従 来 施 設 管 理 と の 比 較

キャンパスＦＭの成長段階

キャンパスＦＭへの移行

Ｆ

Ｍ

組

織

づ

く

り

Ｆ

Ｍ

情

報

Ｆ

Ｍ

業

務

支

援

日常業務の変革

Ｆ Ｍ ベ ン チ マ ー ク セ ン タ ー

（ＦＭ業務移行へのプロセス）

［9節］

［8節］

［7節］ ［6節］［5節］

［4節］

［3節］

［2節］

［1節］

環
境
把
握

現
状
把
握

課
題
把
握

大学ビジョン
策　　　　定

戦
略
・
計
画

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

運

営

維

持

評

　

　

価

ＦＭ統括マネジメント

ＦＭビジョン
策 定

（戦略的施設管理のために）
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ＦＭビジョン策定のための検討項目
分　　　　　析

現状把握
自大学の
現状把握

自大学の
課題把握

総　合　化 具　体　化

! 21世紀の
　トレンド分析

! ＦＭに関わる施策と
　規制緩和

! ＦＭに関わる
　業界の動向

! ＦＭに関わる
　学術関係情報

! 高等教育機関
　におけるＦＭ動向

! 大学における
　　ＦＭ活用分析

! 施設マネジメント
における理念，
ドメイン，組織

! ファシリティ利用
状況

! 資産
‐ファシリティコスト
等

! 維持保全の負債
‐ファシリティ品
　質回復コスト

! ランニングコスト
! 利用度満足度
! 施設診断
‐老朽度
‐狭隘度
‐耐震度　　　　　等

! 利用者ニーズ

! 供給品質の設定

! 財務改善

‐費用対効果

‐ランニングコスト

　の削減

! 品質回復

‐老朽・狭隘の解消

! 満足度アップ

‐品質

‐供給

! ＦＭビジョンの

ブレイクダウン

‐統括マネジメント

‐戦略・計画

‐プロジェクト管理

‐運営維持管理

‐評価

! 基本構想策定

‐ＦＭ理念

‐目標

‐使命

‐管理姿勢

! 各計画策定

‐資産運用

‐施設活用

‐スペース活用

‐維持保全

! 組織、プロセス
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従来の施設管理との業務面の比較

Ｆ

Ｍ

統

括

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

〔企画・計画〕
１．企画
２．計画

〔戦略・計画〕
１．ＦＭ戦略
２．中長期実行計画

〔施設整備〕
３．不動産取得
４．施設賃貸借
５．建物建設
６．物品調達

７．大規模改修

〔プロジェクト管理〕
３．不動産取得
４．施設賃貸借
５．建物建設
６．室内空間装備
７．情報化施設装備
８．大規模改修

〔維持管理〕
８．修理、修繕、
　　　　設備運転
９．使用管理

〔運営維持〕
９．　維持保全
１０．運用管理
１１．サービス

〔資産管理〕 〔評価〕
　・品　質
　・財　務
　・供　給

従来の施設マネジメントの業務 ＦＭの業務

・戦略的な計画の策定

・中期計画の策定

施設マネジメントを統括的
に管理する組織はないが、
全般的かつ長期的な施設
計画は、施設長期計画委
員会において検討されてい
るが、大規模プロジェクト等
検討だけで、常駐組織でな
いことが多い。

・修理、修繕、設備運転
は、対処治療的管理

・使用管理には、各部屋の
使用管理と、警備等のサー
ビスを含める

・資産管理は簿価の把
握が主

施

設

長

期

計

画

委

員

会

・物品調達を、室内空
間装備と、情報化施設
装備に分けた

・運用管理を明確に
し、効率性を追求

・評価を総合的、統括的に
実施することで、より効率

的、効果的な施設環境マネ
ジメントが可能

施設環境マネジメントを総合的、統括的に実施するためには、ＦＭの業務
を全般に亘って管理する「ＦＭ統括マネジメント」は必要不可欠である。
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従来の施設管理との組織面の比較
運 営 諮 問 会 議 、 理 事 会 等

Ｆ
Ｍ
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

施

設

担

当

組

織

ユーザー（学生、教員、地域住民）

《従来の組織
》

《ＦＭ組織》

Ｆ
Ｍ
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

関

連

部

門

運 営 諮 問 会 議 、 理 事 会 等

Ｆ
Ｍ
サ
ー
ビ
ス

提

供

者

Ｆ
Ｍ
組
織

ユーザー（学生、教員、地域住民）

関

連

部

門

（業務範囲）
不動産
備品家具
情報通信
その他

（業務範囲）
設計
建設
設備

インテリア
維持管理
その他
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キャンパスＦＭへの移行

関係部門

ユーザー

社会

初期的ＦＭ 部分的ＦＭ 統括的ＦＭ 先進的ＦＭ

理
事
会
等
へ
必
要
性
を
提
言

ワ
ー
キ
ン
グ
編
成

現
状
把
握

課
題
把
握

試
行
に
よ
る
実
証

Ｆ
Ｍ
の
必
要
性
の
浸
透

ＦＭ必要性の提言

評価

ＦＭ統括マネ
ジメント

組織づくり ＦＭ情報

標準づくり 財務管理

プロジェクト

戦
略
・
計
画

運
営
維
持

施設マネジメントサイクルと
ＦＭ統括マネジメントの概念

ＦＭの成長段階
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ＦＭ統括マネジメントの役割・
務管理体制

・
務管理体制

組織・

体制づくり

情報管理

体制づくり

標準・規程

づくり

財務管理

体制づくり

・ミッションの明確化

・ＦＭ組織要素の確認

・組織の在り方

・人的資源確保

・
・ＦＭ情報区分（大学キャンパスに
関する情報・キャンパスＦＭ業務に
関する情報・ＦＭ関連情報・コンピュ
ータ関連情報）・
・情報を活用した人材育成

・情報の収集整理方法等・
・ファシリティ標準・維持
保全標準・運用管理標
準・施設財務標準・
・稟議規程・契約規程・
各種調査規程・各種評
価規程

・財務管理体制

・ＦＭ部門の予算
（プロジェクト予算・
施設運営費予算・Ｆ
Ｍ部門運営予算）
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キャンパスＦＭ組織づくりの要因図

組織の在り方 使命の明確化

ＦＭ組織構成例

人選方法

人選方針

人 的 資 源 の 確 保 ＦＭ組織の要素

設置形態

人員構成

業務範囲

権限の明確化

組織づくり

Ｆ Ｍ 理 念

ＦＭドメイン

ＦＭ統括マネジメント業務

プロジェクト管理業務
運営維持管理業務

ＦＭ目標管理業務
ＦＭ財務管理業務

ＦＭ情報管理業務

統括マネジャー

中間管理職的人材

担当者

既存組織を母体

スクラップ＆ビルド

理想はＦｍ‘ｅｒ

母体組織から

提案書

その他

目的の共有

情報共有 規範に基づく権限

組織の定義
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キャンパスＦＭ情報管理の概念

ユーザー

社会

ＤＢ化：アクセス社の属性ごとに、アク

セス範囲を変えるシステム。

ユーザー

社会

関 連 部 門関連部門

ＦＭ組織

ＦＭサービス提供者

・大学キャンパス
に関する情報

・キャンパスＦＭ業
務に関する情報

・ＦＭ関連情報

・コンピュータ関連
情報
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日常業務の変革

プ
ロ
ロ
ー
グ

組
織
づ
く
り

使命（ミッション）の確定

理事会等への提言

ワーキンググループの編成

現 状 把 握

↓

課 題 把 握

試 行 に よ る 実 証

ＦＭ組織要素の確保

人 員 の 確 保

［本節　(1)組織づくり］

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

情
　
報
　
の
　
蓄
　
積

人
　
材
　
の
　
育
　
成

基準等の決定

運用管理の実施

評　価

改善方法の決定

[ 本節　　(２)標準・規定づくり等]

[ 本節　　(３)情報の蓄積]
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キャンパスＦＭベンチマークチャート（試案）

教育研究の評価

施設の品質

施設の財務

施設の供給

施設の満足度

施設の社会貢献度

大学の教育研究を、志願者数、研究
受託額、発表論文数、公開講座の実
施数等から評価し、加重平均等により
指標を求める。

大学施設の品質は、ＵＩの認識度
、既存施設を関係法令対応する
ための経費等から加重評価によ
り指標を求める。

地域住民満足度調査、環境会
計等から評価し、加重平均等に
より指標を求める。

学生満足度調査、教員満
足度調査等から評価し、加
重平均等により指標を求め
る。

需要対応状況を面積標準、専有面積、稼働率
、利用可能床面積等から評価し、加重平均等
により指標を求める。

施設運営費、施設関係投
資、施設関係資産等から
評価し、加重平均等により
指標を求める。
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付録

付録１　キャンパスＦＭマップ
　　・キャンパスＦＭマップについて　
　　・キャンパスＦＭマトリックス表　・大学施策一覧

付録２　キャンパスＦＭ関連情報一覧
　　・関係団体等　・定期刊行物　・参考論文・記事等一覧　

　　・参考文献一覧　　・大学施設掲載記事一覧

付録３　関係法令　抜粋
　　・教育基本法　・学校教育法　抜粋　　

　　・国立学校設置法　抜粋　　・私立学校法　抜粋　　・放送大学学園法　抜粋

付録４　大学・高等専門学校コード表
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結　　　　び

　キャンパスＦＭ研究部会では、この３年間、高等教育
機関の施設であるキャンパスを対象にＦＭを実践す
る際、役に立つマニュアルづくりを目標として活動し
て参りましたが、このたび、その一部であるガイドブッ
クの総論編をまとめました。

　今後、キャンパスＦＭを実践する際の主要テーマ毎に
調査研究を重ねて、引き続き各論編を順次刊行する
予定です。

　


